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　令和７年６月２８日（土）、高槻愛仁会看護助産専門学校
ナイチンゲールホールにて、第２１回Craniosynostosis研究
会を主催いたしました。
　この研究会は、近年の「赤ちゃんの頭の形」キャンペー
ンによりその関心度が高まり、診断年齢が低月齢化、外
科治療も至適早期に行われるようになって来ている
craniosynostosis（頭蓋縫合早期癒合症）に特化した
もので、「本疾患に携わる、主に脳神経外科医、形成
外科医らにその知識の交換および学術研究の場を提供
し、同症の病因の解明および診断・治療成績の向上を
目指す」趣旨の下、２０年前に第一回の研究会が順天
堂大学の会議室で少数の同志により始まったものです。
　本学学生時代に故田嶋定夫教授のご専門だった頭
蓋顔面外科の講義に感銘を受け、以後、それを自分の
ライフワークにしたく今日まで精進して来ました。

　今回、定年にもかかわらず、世話人会推薦を頂き、
高槻病院小児脳神経外科原田敦子部長と共に再度開
催（筆者は第６回に続いて２回目）をお世話することになっ
た次第です。研究会規模は大きなものではありませんが、
全国からの参加があり、今回も北は岩手県から南は沖
縄県まで１５０名ほどの参加がありました。
　テーマは「Why not ?」としました。Craniofacial 
Surgery の父、Prof. Paul Tessier がよく口にされた、
ＩＦＣＦＳ（国際頭蓋顔面外科学会）のロゴマークにもある 
’ Pourquoi pas？［ポゥクワパ］’ の英語訳です。やらな
いでどうする、してみようじゃないか、といったニュアンス
の “挑戦する意志” を表す言葉です。Craniosynostosis
手術は児の年齢、病型、病態が個々で異なるため、症
例毎に挑戦すべきことがあり、それを発表に入れ込んで
ほしいという意図でした。
　特別講演は高槻病院小児周産期センターの土居ゆみ
先生（大阪医大 １９９７年卒）に「Craniosynostosis
手術について小児麻酔科医のつぶやき」というとても実
際的で、面白いお話をいただき、革命的なアナトミーソ
フト MEDITOR®を開発された新進気鋭のメディカルイラ
ストレーターの永田徳子先生によるセミナーと共に多くの
質問がありました。それから、本会初めての特別企画、
手術記録イラストのコンテスト（自信の一枚）では、幾
人かの画伯の絵を展示、表彰式も行っています。
　最後に、本会には、上田晃一前教授、塗 隆志教授、
他教室・関連施設からもご発表・参加をいただき、併
せて高槻病院脳神経外科前野和重部長ほか同院関連
スタッフ有志の多大なご協力もあり、研究会を盛況に閉
会できたこと、心から感謝しております。

　２０２５年４月２６日（土）・２７日（日）の両日、第１９
回日本統合失調症学会を本学看護学部講堂にて開催
いたしました。本学会は、統合失調症という精神疾患に
特化した数少ない学会の一つです。この疾患は、青年
期から２０代にかけて約１００人に１人が発症するとされ、
妄想や幻覚などの陽性症状に加え、無気力や社会的
引きこもりといった陰性症状を呈することもあります。患者
さんの多くが長期にわたる治療を必要とするため、医療
的支援や社会的理解が欠かせない重篤な病気です。
　今回の学会では、「種撒く人が集う日」というテーマを
掲げました。このテーマには、統合失調症の診療や研
究に携わるすべての人々が希望の種を蒔き、新しい発

第19 回
日本統合失調症学会のご報告

展を目指していくという思いを込めています。テーマに合
わせ、山梨県立美術館から許可をいただき、ジャン・フ
ランソワ・ミレーの名画『種撒く人』をポスターに使用し
ました。また、さまざまな企画を通じて新たな視点や学
びを提供する工夫を凝らしました。
　特に注目を集めたのは、統合失調症の姉を撮影した
ドキュメンタリー映画『どうすればよかったのか』を発表
された藤野知明監督をお迎えしてのトークセッションでし
た。監督が語る実体験は、患者さんやそのご家族が直
面する現実を深く考えさせるもので、多くの参加者にとっ
て心に残る時間となりました。また、市民公開講座では、
元ガンバ大阪でサッカー日本代表として活躍された永島
昭浩氏を講師にお迎えし、スポーツを通じた挑戦や家族
の絆について伺う貴重な機会を提供いたしました。さら
に、懇親会は安満遺跡公園内にある「Sundays Bake」
にて開催され、ピザを囲みながら参加者同士が和やか
に交流を深める場となりました。
　本学会の最大の特徴は、統合失調症を患う患者さん
やそのご家族を積極的にお招きしている点にあります。
今回の学会には、予想を大きく上回る６２０名以上の方々
にご来場いただきました。ほとんどのシンポジウムや企画

文責／大阪医科薬科大学 神経精神医学教室　
金沢徹文（学 49期）

が満席となり、立ち見の方も出るほどの盛況ぶりでした。
また、患者さんご自身にもシンポジウムでご登壇いただき、
貴重な体験を共有していただくことで、聴衆にとっても多
くの学びや情報交換の場を提供できたと考えております。
　私自身、精神科医としてキャリアをスタートした際、統
合失調症の患者さんとそのご家族に深く関わる経験をし
ました。この疾患が生涯にわたり及ぼす影響の大きさに
衝撃を受けたことが、私の医師人生の原点となっていま
す。その後、病因の解明を目指してアメリカやオーストラ
リアで遺伝子解析を基盤とした研究に従事し、帰国後は
日本において統合失調症の診療ガイドライン作成にも携

わってまいりました。統合失調症は、私のキャリアを通じ
て中心的なテーマであり続けています。
　統合失調症は非常に辛い病気ではありますが、近年
ではピアサポーターの活躍、法的支援の進展、新薬の
大規模治験の計画といった明るい兆しが見えつつありま
す。「種撒く人」というテーマに込めた思いが実を結ぶ
日が少しでも早く訪れることを願ってやみません。
　最後になりましたが、本学会の開催にあたり、多大な
るご支援とご協力を賜りました仁泉会の皆様に、この場
をお借りして深く感謝申し上げます。
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　６月８日（日）大阪帝国ホテルにて大阪医科薬科大学
内科学ＩＩＩ教室の教授就任祝賀会が多くのご来賓・関
係者・同級生などをお招きし、盛大に華やかに開催さ
れました。同ホテルは森田ご夫妻が結婚式を挙げられた
縁起の良い場所でもあり、この日の盛会は森田教授のお
人柄とこれまでのすべてのご努力・ご研鑽のたまもので
あるとつくづく喜ばしく、感慨深い思いに致りました。
　さて祝賀会の詳細は多々別記されていると思われます
のでお譲りし、同日その後に、行われました同級生第４
４期生（平成７年卒）による森田英晃先生と恭子先生
ご夫妻をお祝いする会が行われましたのでご報告いたし
ます。場所は同ホテル２２階の眺めの良い宴会室で行わ
れました。
　参加は同級生のみ約３４名で、約３０年振りの再会も
あり、昔話に花がさき、また森田教授の話からはこれか
ら母校を担っていく責任感も感じられ、大変心強く思い
ました。懇親会ではなつかしく、また大変楽しい時間を
皆ですごしました。今や卒業約３０年、同級生は皆、開

森田英晃君の教授就任を祝う会
（大阪医科大学平成７年卒業生同窓会）

文責／梅田達也（学 44期）　　

業医や責任ある立場で医師として活躍しておられる一方
で、多忙な時期を乗り越えてこられた余裕も垣間見え、
同級生ながら頼もしく成長しているように見えました。
　なお、わが学年からは母校の一般・消化器外科（李 
相雄君）と循環器内科（森田英明君）のメジャー主任
教授二人を輩出し、わが学年の自慢だなあと和やかに
盛り上がりました。楽しい会はあっという間に過ぎ、最後
に森田先生夫妻からお礼の言葉と今後の抱負のお言葉
を頂き、会は和やかに終了しました。終了後も自然と３
次会へと行かれた方も多くみられました。
　わが学年では、不定期ですが最近は数年に一度同
窓会を行っています。またよき友人たちとこれからも交流
を深めたいと感じました。
　以上ご報告です。参加・協力いただきましたすべて
の皆様に感謝申し上げます。

クラス会だより

【同窓会参加者（敬称略）】
池田欣生 劉 長勱 成田敬介 岩倉研二 安本真悟
西本昌義 山下 啓 塩見聡史 大江秀明 福井秀雄
山口和男 西田勇彦 杉江 亮 竹本治将 田中博紀
李 昊哲 李 相雄 高橋 毅 渡邊敏夫 佐々木 巌
藤平隆宏 中山潤一 大西峰樹 林 昭秀 中島久和
竹内 徹 清水啓二 梅田達也 中野敦之 長尾光史
神吉理枝 井上彰子 田中（日野谷）啓子 森田英晃
森田恭子 清水祥子 須磨升美 岩城（藤田）佳津美
戸成智子

　令和７年８月２日、ホテルグランヴィア大阪「孔雀の間」
にて、小村和正君の川崎医科大学泌尿器科学教室 主
任教授就任祝賀会と、５４期卒業生の卒後２０周年同窓
会を兼ねて開催いたしました。開催のお知らせが３か月ほ
ど前と急だったため、残念ながら参加できなかった同級生
もいましたが、当日は同級生５６名とお子様５名が参加し、
久しぶりに再会できた喜びを笑顔で分かち合いました。
　小村君のスピーチは堂 と々しており、懐かしい思い出
話に加えて、教室のアピールも抜かりなく、同級生から
初の教授就任という快挙を皆で盛大に祝いました。
　その後、参加者全員が順番に近況を報告しました。
病院の部長として活躍している者、地方都市で地域医
療に従事している者、大学病院で業績を重ねている者、
いわゆる “成功者” となった者、なぜか急にスポーツに
目覚めた者、新規開業・継承開業を果たした者など、
それぞれが様 な々フィールドで活躍していることが改めて
わかりました。集合写真は、あいにく前田君が席を外し
ている間の撮影となってしまい、どうかご容赦ください。
それから有志で二次会に繰り出し、楽しい時間はあっと
いう間に過ぎていきました。

小村君教授就任祝賀会
・卒後２０周年同窓会

文責／小嶋融一（学 54期）　　

　コロナ禍による空白の期間を経て、こうして皆が元気
に再会できたことは、何よりうれしいことでした。頼もしい
同級生たちがこれほどたくさんいるということが実感でき、
勇気をもらいました。今後もこのつながりを大切に育んで
いきたいと思います。準備の段階で相談にのってもらっ
たり、当日手伝ってくれた同級生の皆さんありがとうござ
いました。この場を借りて御礼申し上げます。

クラス会だより

出席者一覧
縣 紗智子
足立 周
阿部圭市
飯田 剛
石井香利
磯田健太
伊東英奈
忌部 尚
上田智弘
上原英衣
上原博史
上原口由梨
大北仁裕
小田周平
片岩真依子
金山智子
河﨑 敬
川嶋浩平
川西洋平

川西恵美子
北口和彦
木下竜弥
久保田益亘
高 陽子
小嶋融一
小竹淳一朗
小村和正
米田雅子
嶋本絵里子
嶋本新作
高本晋吾
竹中英喬
田中慎吾
辻 俊史
當内竜馬
西田睦美
野村昇平
野村文恵

飛田高志
広瀬 麗
広田千賀
福田修久
前田尚吾
松浦喜貴
宮脇正博
山内 繁
山内洋子
山川美帆
山口 琢
葉 及彰
横山如人
吉岡篤志
吉田誠司
若林崇雄
和田忠彦
和田万里子

ぼつかないことから、開催に賛同いただいた勝村浩三く
ん（学４６期）、鈴木浩之くん（学４９期）がより具体的
な調整にご尽力くださいました。昨今はなかなか名簿等
による連絡もつきにくい時代となり、できるだけ “稲元くん
から見えた弓道場” をイメージした年代、つまりはアラフィ
フの面 を々個人単位でつながりうる連絡網を駆使して呼
びかけをすることに腐心した結果、稲元くんを中心に１８
名の “弓友” が集うことになりました。
　卒後なかなか会うことが叶わなかった懐かしい面々が、
あの頃の面影を残したまま、ひとりまたひとりと集まるうち
に自ずと盛り上がりを見せ始め、会はほぼ定刻には全員
が集まり、終始、屈託のない、心置きないやりとりが交
わされることができました。

　大阪医科薬科大学仁泉会ニュースからも広報され、
同会会員の皆さまもご存知のとおり、２０２４（令和６）
年９月、稲元輝生先生（学４７期）が、浜松医科大学
泌尿器科学教室教授に就任されました。

　この度、2025（令和７）年６月７日、大阪市北区曽根崎・
北瑞苑にて、１９９０年代に弓道を通じて親交を深めたア
ラフィフ「弓友」有志が集い、彼の教授御就任を祝うさ
さやかな宴を執り行うことができましたので、ここに報告さ
せていただきます。（以後、失礼ながら稲元くんと呼ば
せていただきます。）

　このような会を開催するに至ったのは、稲元くんの同
大学教授御就任間もない９月２７日、彼が岐阜大学泌尿
器科・腎移植外科教授・古家琢也先生を訪問された折、
岐阜市在住の筆者に突然お声がけいただき、勤務先に
お立ち寄りいただいた日に端を発します。お互いの近況
をざっくばらんに語り合った日暮頃、彼は、おもむろに「実
は、きれいな長良川を渡って運転していたら、なんか
ええなと思って、今晩はもう岐阜に泊まりますわ、はは
はは、、、。」
　そして急遽、私は会食場所の設定・予約をし、彼と
共に会食へと移動することとなりました。
そこからはお酒も入り、所属した母校弓
道部で過ごした楽しかった日々 、仲間た
ちとの思い出話が深更まで続くうちに、
さわらぎキャンパスにあった、かつての
弓道場で集っていた有志とともに、遅れ
ばせながら、彼の偉業を讃える会を開き
たいものだという思いに駆られたことに始
まります。
　
　もちろん、卒後すぐに母校を離れてし
まった筆者のみでは、企画・運営はお

　「浜松はどう？」「大丈夫？いじめられてない？」「教
室のウェブ見ても孤立してるようにしか見えないけど、、、」

「うなぎばっかり食ってるんじゃない？」など、次 と々いじ
られる彼は、昔そのままに、ホラ吹き半分、面白おかしく
会を和ませていってくれました。
　冒頭にあった宴席はいつのまにかカオスとなり、思い
思いに形が変わり、まさに３０年の時を超えて、再びあ
の若く輝いていた日々 の思い出、それぞれが歩んできた
その後の道のりなどを分かち合い、稲元先生を囲んで
素晴らしい初夏の夕べを彩ることができました。

　２時間程度の予定の会は、会場の冷房が切られても
なお、終わる気配を見せることなく、ほぼ４時間弱に及
ぶものとなりました。店じまいの早い再開発で上品に生ま
れ変わった梅田駅周辺ではもう２次会も開けず、右往左
往して最後はディープな昔ながらの梅田の路地裏に踏み
込み、終電間際までさらに限られたメンバーで不健康な
夜食を摂り、今回の集いを閉じることとなりました。

　今日は楽しかった、企画してくれてありがとう、呼んで
くれてありがとう、もう会えないかもしれないけど、LINE
で繋がって､､､そして、また会う約束などすることもなく、
それぞれがそれぞれの生活に戻っていきました。
　この度の集いを通じて、１９９０年代半ばのあの頃、
母校で医学を学ぶために集まった若造、弓道を通じて
繋がった若造たちにとって、無責任にもくだらないことを

考え、喋り、遊び、笑いこけていた日々 が、いまの私た
ちの人生において紛れもなく貴重な時間であったことを改
めて実感させてくれたとともに、その仲間のひとりである
稲元くんの教授御就任を皆で祝福、また、我らの母校
を代表するひとりとして彼がさらに飛躍されることを祈念
し、この度の集いの報告を終わらせていただきます。
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教授就任ラッシュの快哉を祝う

文責／勝岡洋治（大阪医科薬科大学名誉教授）

j i n s e n - p a r k

りＥＢＭに基づく標準的医療が求められる時代に突入し
ていました。一方、従来の開腹（開放）手術に代わり、
高度先進医療として鏡視下（腹腔鏡）の導入も必然の
対象でした。そのために教室として膨大なエネルギーを
費やしました。その他、低侵襲性治療として密封小線
源療法や膀胱温存治療の取り組み、分子標的治療薬
や作用機転を異にする排尿障害治療薬など新薬の登場
など、目まぐるしく変わる日進月歩の世界で、新教授３人
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第７３回日本泌尿器科学会中部総会に参加して
（奈良市、2023/10）

稲元輝生先生  浜松医科大学泌尿器科
教授御就任おめでとう　
ー 大阪医科薬科大学弓道部アラフィフ“弓友”
の稲元くんを囲む会 （２０２５年６月７日）ー

文責／操 裕（学 45 期）

j i n s e n - p a r k

ぼつかないことから、開催に賛同いただいた勝村浩三く
ん（学４６期）、鈴木浩之くん（学４９期）がより具体的
な調整にご尽力くださいました。昨今はなかなか名簿等
による連絡もつきにくい時代となり、できるだけ “稲元くん
から見えた弓道場” をイメージした年代、つまりはアラフィ
フの面 を々個人単位でつながりうる連絡網を駆使して呼
びかけをすることに腐心した結果、稲元くんを中心に１８
名の “弓友” が集うことになりました。
　卒後なかなか会うことが叶わなかった懐かしい面々が、
あの頃の面影を残したまま、ひとりまたひとりと集まるうち
に自ずと盛り上がりを見せ始め、会はほぼ定刻には全員
が集まり、終始、屈託のない、心置きないやりとりが交
わされることができました。

　大阪医科薬科大学仁泉会ニュースからも広報され、
同会会員の皆さまもご存知のとおり、２０２４（令和６）
年９月、稲元輝生先生（学４７期）が、浜松医科大学
泌尿器科学教室教授に就任されました。

　この度、2025（令和７）年６月７日、大阪市北区曽根崎・
北瑞苑にて、１９９０年代に弓道を通じて親交を深めたア
ラフィフ「弓友」有志が集い、彼の教授御就任を祝うさ
さやかな宴を執り行うことができましたので、ここに報告さ
せていただきます。（以後、失礼ながら稲元くんと呼ば
せていただきます。）

　このような会を開催するに至ったのは、稲元くんの同
大学教授御就任間もない９月２７日、彼が岐阜大学泌尿
器科・腎移植外科教授・古家琢也先生を訪問された折、
岐阜市在住の筆者に突然お声がけいただき、勤務先に
お立ち寄りいただいた日に端を発します。お互いの近況
をざっくばらんに語り合った日暮頃、彼は、おもむろに「実
は、きれいな長良川を渡って運転していたら、なんか
ええなと思って、今晩はもう岐阜に泊まりますわ、はは
はは、、、。」
　そして急遽、私は会食場所の設定・予約をし、彼と
共に会食へと移動することとなりました。
そこからはお酒も入り、所属した母校弓
道部で過ごした楽しかった日々 、仲間た
ちとの思い出話が深更まで続くうちに、
さわらぎキャンパスにあった、かつての
弓道場で集っていた有志とともに、遅れ
ばせながら、彼の偉業を讃える会を開き
たいものだという思いに駆られたことに始
まります。
　
　もちろん、卒後すぐに母校を離れてし
まった筆者のみでは、企画・運営はお

　「浜松はどう？」「大丈夫？いじめられてない？」「教
室のウェブ見ても孤立してるようにしか見えないけど、、、」

「うなぎばっかり食ってるんじゃない？」など、次 と々いじ
られる彼は、昔そのままに、ホラ吹き半分、面白おかしく
会を和ませていってくれました。
　冒頭にあった宴席はいつのまにかカオスとなり、思い
思いに形が変わり、まさに３０年の時を超えて、再びあ
の若く輝いていた日々 の思い出、それぞれが歩んできた
その後の道のりなどを分かち合い、稲元先生を囲んで
素晴らしい初夏の夕べを彩ることができました。

　２時間程度の予定の会は、会場の冷房が切られても
なお、終わる気配を見せることなく、ほぼ４時間弱に及
ぶものとなりました。店じまいの早い再開発で上品に生ま
れ変わった梅田駅周辺ではもう２次会も開けず、右往左
往して最後はディープな昔ながらの梅田の路地裏に踏み
込み、終電間際までさらに限られたメンバーで不健康な
夜食を摂り、今回の集いを閉じることとなりました。

2024 年 9月27日　岐阜にて

冒頭、挨拶する稲元くん

　今日は楽しかった、企画してくれてありがとう、呼んで
くれてありがとう、もう会えないかもしれないけど、LINE
で繋がって､､､そして、また会う約束などすることもなく、
それぞれがそれぞれの生活に戻っていきました。
　この度の集いを通じて、１９９０年代半ばのあの頃、
母校で医学を学ぶために集まった若造、弓道を通じて
繋がった若造たちにとって、無責任にもくだらないことを

考え、喋り、遊び、笑いこけていた日々 が、いまの私た
ちの人生において紛れもなく貴重な時間であったことを改
めて実感させてくれたとともに、その仲間のひとりである
稲元くんの教授御就任を皆で祝福、また、我らの母校
を代表するひとりとして彼がさらに飛躍されることを祈念
し、この度の集いの報告を終わらせていただきます。
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稲元くんの偉業を
祝うために駆けつけた

弓友たち

弓友のひとりがこの日のために持ってきてくれ
た日付・場所不詳の写真、あの頃の弓友たち
（1993年、岐阜で行われた西医体後のクラブ
旅行だったかもという情報です。）

【参加者】（あえてあの当時の姓名で記載させていただきます※敬称略）

吉本明弘 （学 44 期）
兒玉隆之 （学 45 期）
後藤亮太郎 （学 45 期）
操 裕 （学 45 期）
宇野さをり （学 46 期）
勝村浩三 （学 46 期）

中島晶子 （学 46 期）
幾井重行 （学 47 期）
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岡本奈美 （学 47 期）
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鈴木浩之 （学 49 期）
月岡史子 （学 49 期）
吉田 晋 （学 49 期）
米田佳代 （学 50 期）

梅田の路地裏に最後まで残った弓友たち
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　今日は楽しかった、企画してくれてありがとう、呼んで
くれてありがとう、もう会えないかもしれないけど、LINE
で繋がって､､､そして、また会う約束などすることもなく、
それぞれがそれぞれの生活に戻っていきました。
　この度の集いを通じて、１９９０年代半ばのあの頃、
母校で医学を学ぶために集まった若造、弓道を通じて
繋がった若造たちにとって、無責任にもくだらないことを

考え、喋り、遊び、笑いこけていた日々 が、いまの私た
ちの人生において紛れもなく貴重な時間であったことを改
めて実感させてくれたとともに、その仲間のひとりである
稲元くんの教授御就任を皆で祝福、また、我らの母校
を代表するひとりとして彼がさらに飛躍されることを祈念
し、この度の集いの報告を終わらせていただきます。

第４回 大阪医科薬科大学女性医師の会　
総会・医療講演会の開催報告

文責／大阪医科薬科大学女性医師の会　
松村洋子（学 46期）

j i n s e n - p a r k

総会：
　開会に先立ち、昨年度
ご逝去された会員の先生
方へ黙祷を捧げました。
　続いて、福本敏子会長

（学２４期）より開会のご挨
拶と昨年のアンケート結果
の紹介、上野 豊理事長よ
り、来賓のご挨拶と仁泉会
の近況や同門の絆に触れ
ながら当会への温かなお言葉をいただきました。また、
監事の丸山優子先生（学１２期）と今村喜久子先生（学

１７期）からも、女性医師
の活躍へのお喜びととも
に、当会会員の発展に向
けた励ましの言葉をいただ
きました。
　総会に付された全議案
についてご承認をいただ
き、議事は滞りなく終了い
たしました。

医療講演会：
　山口大学大学院医学系研究科法医学講座教授 髙瀬 
泉先生（学４７期）をお迎えし、「（臨床）法医学の仕事と
社会活動～性被害への対応も含めて～」と題してご講演い
ただきました。「臨床法医学」は生きている人を対象に医学
的視点から評価を行う法医学の分野であり、海外では既に
確立された分野である一方、日本ではまだ発展途上にあり
ます。ご講演では、性暴力や児童虐待などに関する具体
的事例を通じて、その重要性と実践的な取り組みについて
ご紹介いただきました。特に、損傷の原因・時期・程度の
分析を通じて裁判や捜査に貢献された事例や、総合的な
被害者支援のため性暴力救援センター・大阪（ＳＡＣＨＩＣＯ）
の設置・運営に尽
力されているご活
動に、参加者一同
深い感銘を受けま
した。

　令和７年６月１４日（土）、ホテルグランヴィア大阪にて、
第４回大阪医科薬科大学女性医師の会 総会・医療講
演会を開催致しました。前回まではハイブリッド形式で開
催してきましたが、今回は現地ならではの臨場感を大切
にしたく対面開催のみにて実施しました。生憎の雨模様
ではありましたが、３８名もの先生方にご参加いただき、
この場をお借りしまして厚く御礼申し上げます。
　本会は、昭和６３年に丸山優子先生（学１２期）によっ
て始められた「各科医療勉強会」を前身とし、令和４
年度からは他学出身で本学に勤務経験のある女性医師
の先生方にもご参加いただきながら、活動を継続してお
ります。
　当日は、ご多用の中、来賓として仁泉会理事長・上
野 豊先生にご出席いただき、また学１０期から学５７期
までの多くの先生方にもご参加いただきました。長年この
会を楽しみにされている先生方をはじめ、お誘いを受け
て初めて参加された先生方とも交流を深めることができ、
大変有意義なひとときとなりました。

懇親会：
　福森清子先生（学１０期）
による乾杯のご発声をもっ
て、懇親会が開宴いたしま
した。
　美味しいお料理とともに
和やかな語らいが広がり、
恒例の近況報告スピーチ
では、ご参加の皆様全員
にお話しいただきました。と
りわけ先輩の先生方からの貴重なご経験談には度々大き
な拍手が起こり、会場には笑顔と活気が溢れていました。
　最後に、森田利江副会長（学２８期）より閉会のご

福本会長と上野理事長 高瀬 泉先生

今村喜久子先生

丸山優子先生 森田利江先生

挨拶があり、皆様のご協力とご支援への感謝とともに、
今後も役員一同力を尽くしてまいりますとのお話をいただ
き、盛会のうちに閉会致しました。
　来年（令和８年）は、６月１３日土曜日に第５回の開
催を予定していますので是非多くの先生方の参加を心よ
りお待ち申し上げております。

※当会の活動内容は、ホームページでもご覧いただけます。

　今後も、年に一度の総会を中心とした活動を通じて、
会員相互の親睦をより一層深められる場として発展させ
ていきたいと考えておりますので、変わらぬご支援とご協
力をどうぞよろしくお願い申し上げます。
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令和７年度 大阪医科薬科大学医学部
柔道部仁泉柔友会ＯＢ総会
・新歓コンパ開催報告　

文責／本田浩太郎（学 59期）

j i n s e n - p a r k

　本会では学生の部活動の支援強化を図るべく、柔友
会前会長の内田實先生と部長を務めていただいている
麻酔科教授の南 敏明先生（学３６期）を中心として会
則案を作成し、総会で協議のうえ承認いたしました。
　仁泉柔友会ＯＢ総会後には、柔道部主将の杉原哲也
君の司会のもと新入生歓迎会が開催されました。柔友
会新会長の田口忠宏先生よりご挨拶をいただき、新体
制におけるＯＢの連携強化と学生支援体制の更なる充実
への決意を表明されました。部長の南 敏明先生からの
ご挨拶に続き、辻 芳實師範による気合の入った挨拶と
乾杯の音頭で賑やかに始まった歓迎会では新入部員に
よる自己紹介が行われ、和気藹 と々した雰囲気の中でＯ
Ｂと現役部員が交流を深めました。会の中盤には長年会
長を務められた内田 實先生からのご退任挨拶があり、
感謝の気持ちを込めて花束を贈呈いたしました。最後に
全員で記念写真を撮影した後、坂哲郎先生の締めの挨
拶を経て一本締めにて盛会のうちにお開きとなりました。
　今年度の新入部員は１３名で、部員は計２８人に達し
ました。かつてない人数の部活動を支えるため、仁泉
柔友会ＯＢ総会で刷新された体制のもと、これまで以上
の強固な支援体制を築き、ＯＢ一同一丸となってサポート
して参ります。

　令和７年７月５日（土）に、令和７年度大阪医科薬科
大学医学部柔道部仁泉柔友会ＯＢ総会・新歓コンパが
高槻阪急スクエアの桃谷樓で開催されました。仁泉柔
友会ＯＢ２０名、師範１名、学生２８名が参加いたしました。
　長年にわたり柔友会会長を務めていただいた内田 實
先生（学１２期）が退任となり、後任として田口忠宏先生（学
２８期）にご就任いただきました。また、新たに副会長と
して後藤昌弘先生（学４２期）、幹事として坂 哲郎先生
（学３２期）、大槻祐喜先生（学５５期）、本田浩太郎（学
５９期）の３名、会計 吉本秀郎先生（学６２期）、副会
計 森田琢郎先生（学７０期）、監事 植田直樹先生（学
３６期）が選任されました。

内田實先生への花束贈呈

新柔友会会長 田口忠宏先生挨拶

参加者（敬称略）
内田 實（学 12 期）、田口忠宏（学 28 期）、上田陽彦（学 28 期）、土肥恒夫（学 28 期）、坂 哲郎（学 32 期）、南 敏明（学 36 期）、
植田直樹（学 36 期）、藤田定則（学 38 期）、伊泊大造（学 39 期）、石黒大三（学 42 期）、後藤昌弘（学 42 期）、土井健司（学 42 期）、
太田俊輔（学 44 期）、千秋里香（学 49 期）、新保大樹（学 51 期）、村越 太（学 51 期）、大槻祐喜（学 55 期）、本田浩太郎（学 59 期）、
吉本秀郎（学 62 期）、夏目 恒（学 73 期）
辻 芳實（師範）
杉原哲也（主将・3 回生）、長倉愛夏（主務・3 回生）、十河尚基（6 回生）、北村 薫（6 回生、マネージャー）、白川幹久（5 回生）、
新田悠祐（5回生）、長谷川宗一郎（5回生）、香川昴佐（4回生）、竹内英人（3回生）、中内琉河（3回生）、近藤 碧（3回生、マネージャー）、
中村美月（3 回生、マネージャー）、吾郷咲斗（2 回生）、飯田苺花（2 回生、マネージャー）、渡海裕介（2 回生、マネージャー）、
井伊真優季（1 回生）、大谷蓮華（1 回生）、木田隆介（1 回生）、高原佳悟（1 回生）、西野慎之助（1 回生）、藤長詩穂（1 回生）、
東香菜子（1回生、マネージャー )、京具弘 (1 回生、マネージャー )、金夕湖 (1 回生、マネージャー )、駒田彩 (1 回生、マネージャー )、
島田あゆみ (1 回生、マネージャー）、野村珠子（1回生、マネージャー）、松原瑞穂（1回生、マネージャー）
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管理料

得意

難問の多い診療所

当たり前を考える
ミルクボーイ・点滴

（各コマ左から読んで下さい）

ポン太ボーイ（学31期）

まんが 第75回 スペシャル・拡大版
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令和 7年度臨時理事会報告
日　時： 令和７年５月２５日（日）
  午後５時～５時１０分
場　所： ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸
  ９階　会議室
出席者： 理事１８名　監事２名　

【協議事項】
　１．議事録署名者
　　　理事長及び出席監事　可決承認
　２．代表理事選任の件
　　　上野 豊先生　可決承認

令和 7年度第 3回理事会報告
日　時： 令和７年７月５日（土）
  午後３時～午後４時１０分
場　所： ホテルグランヴィア大阪　２１階
  「葵の間」会議室
出席者：理事１６名　監事１名　参与２名

【報告事項】
　１．物故者２名
　２．出席者自己紹介
　３．支部会出席報告
　　・薬学部同窓会総会（６月１日）
　　・東日本支部総会（６月７日）
　　・女性医師の会総会（６月１４日）
　　・高槻支部総会（６月２１日）
　　・広島県支部総会（６月２１日）
　　・西宮支部総会（６月２８日）
　４．その他　大学役員人事報告

【協議事項】
　１．議事録署名者の件　可決承認
　２．令和７年度会務分掌の件　可決承認
　３．令和７年度奨学生採用の件
　 　　７名採用　可決承認
　４．令和８年度定期総会開催の件
　　　令和８年５月３１日（土）

理事会開催報告

　　　午後１時３０分開催
　　　於　ホテルグランヴィア大阪
　５．全国私立医科大学同窓会連絡会「西部会」の件
　 理事長他役員出席　可決承認
　６．全国私立医科大学同窓会連絡会「全国会」の件
　 理事長他役員出席　可決承認
　７．次回会議の件　
　　　令和７年１０月１８日母校　可決承認

西医体壮行会が開催されました
　７月１１日（金）午後５時４５分より、大学地下食
堂にて「西医体壮行会」が開催されました。当日
は各クラブ主将・主務とともに医学部長・矢野貴
人教授，西医体理事・高須 朗教授、医学学生
生活支援センター長・廣瀬善信教授、そして仁泉
会常任理事として微生物学・感染制御学教室の
中野隆史教授が出席されました。
　今年度の西医体（第７７回西日本医科学生総合
体育大会）は鹿児島大学が総合主管を務め、大
会スローガンは年中活発に噴火している桜島にちな
んで「ドッ火ーン 西医体」でした。会期は８月上・
中旬で、多くの競技は１０日から１７日の間に開催さ
れました。エントリー選手総数は約１万６千人、運
営に関わる要員を加えると参加者は２万人を超え、
予算総額も１億円を超す大規模な体育大会であり、
国内では国民スポーツ大会（旧・国体）に次ぐ規
模といわれています。
　壮行会では関係者あいさつに続き、中野仁泉会
常任理事より仁泉会会員の気持ちを代弁した激励

のあいさつとともに、西医体援助金目録が学友会
会長の上野君に手渡されました。
　先生方におかれましては、現役部員との連携を
はじめ会場での応援や、物心両面のご支援を賜り、
厚く御礼申し上げます。

※第７７回西医体公式サイトＵＲＬ
https://plaza.umin.ac.jp/~nisiitai/77th/index.html
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高医１６期　後藤孝彦先生

令和４年５月３１日老衰の為ご逝去（９８歳）。
昭和２２年卒。
母校卒業後、大阪市東住吉区にて耳鼻咽喉科医院を
ご開業され、長く地域医療に貢献されました。
ご遺族　長女　朝子様

高医１８期　岡井良男先生

令和７年３月２５日老衰の為ご逝去（９９歳）。
昭和２４年卒。
卒業後、昭和３５年より尼崎市にて岡井医院をご開業さ
れ、平成２７年に閉院されるまで長きに渡り地域医療を
支えてこられました。
ご遺族　妻　佐和子様

学部１２期　星野忠康先生

令和７年６月６日腎不全にてご逝去（９１歳）。
昭和３８年卒。
卒業後、岐阜県高山市にて星野胃腸科医院をご開業
されました。
ご遺族　長男　治様

学部１４期　勝 健一先生

令和７年６月２６日老衰の為ご逝去（８６歳）。
昭和４０年卒。
母校卒業後、埼玉医科大学　消化器内科教授、大阪
医科大学の第２内科の教授を歴任された後、大阪医科
薬科大学名誉教授にご就任されておられました。
ご遺族　妻　啓子様

学部１５期　橋平成章先生

令和７年７月１１日細菌性肺炎。呼吸不全の為ご逝去
（８７歳）
昭和３３年、天王寺高校ご卒業。昭和３７年に大阪薬

次の会員が亡くなられました。
慎んでご冥福をお祈り致します。

事務局編集係

科大学ご卒業。昭和４１年に大阪医科大学をご卒業さ
れました。昭和５３年からは岸和田市の寺田万寿病院に
て勤務され、平成２０年のご退職まで診療に従事されて
おられました。
ご遺族　妻　悦子様

学１５期　森田勝巳先生

令和７年６月２１日膀胱がんの為ご逝去（９０歳）。
昭和４１年卒。
卒業後、岸和田市の寺田万寿病院に勤務されました。
平成９年５月にご退職され、その後は治療に専念されて
おられました。
ご遺族　妻　美千子様

学部２１期　佐々木 尚先生

令和７年５月３日肺がんの為ご逝去（７７歳）。
昭和４７年卒。
卒業後、広島大学医学部附属病院に入局。昭和４９
年に国立呉病院に勤務されました。昭和５０年に広島大
学耳鼻咽喉科に戻られました。昭和５１年には同医局で
助手をお務めになり、昭和５４年から昭和６０年まで呉共
済病院にて勤務されました。その後、呉市にて耳鼻咽
喉科ササキクリニックをご開業され、令和６年８月まで地
域医療に貢献されました。
ご遺族　妻　由紀様

学部３１期　西村進一先生

令和６年６月２４日胆管がんの為ご逝去（６６歳）。
卒業後、母校、脳神経外科に入局されました。平成１７
年に畷生会脳神経外科病院の副院長にご就任され、平
成２２年に同病院の院長にご就任されました。
ご遺族　妻　裕樹子様

学部３２期　吉本 博先生

令和７年７月６日上行結腸癌・肝不全の為ご逝去（６９歳）。
昭和５８年卒。
卒業後、尼崎市にて整形外科クリニックをご開業され、
地域医療に力を注がれました。
ご遺族　妻　明子様

学部３５期　岡山 久先生

令和７年６月２１日ご逝去（６８歳）。
昭和６１年卒。
母校卒業後、名古屋市にて岡山クリニックをご開業され、

地域医療に貢献されました。
ご遺族　妻　能子様

学部 41期　池永雅一先生

令和７年５月１０日急性心筋梗塞にてご逝去（５７歳）。
平成４年卒。
卒業後、大阪大学医学部第二外科に入局されました。
その後、国立大阪病院、市立川西病院で研修をされ、
平成１４年に医学博士号を取得されました。平成１５年
からは大阪医療センターにて勤務をされ、平成２５年に
は大阪労災病院にて外科副部長にご就任されました。
平成２６年には同病院の外科部長をお務めになり、平成
２７年から東大阪市立総合病院、市立東大阪医療セン
ターの外科部長を歴任されました。令和４年からは私立
豊中市民病院の外科部長、主任部長をお務めになり、
令和６年からは医務局次長と兼務されておられました。
診療の傍ら、日本消化器外科学会、日本大腸肛門病
学会、日本消化器病学会他多数の学会の評議員として
ご尽力されました。

先生は阪大第二外科に所属しておられましたが、母校
と大阪医大ラグビー部を愛しておられたとの奥様のお言
葉です。
ご遺族　妻　桂子様

特別期　髙橋宏明先生　

令和７年６月ご逝去。
昭和２７年京大卒。
昭和２７年に京都大学医学部を卒業され、同大学の耳
鼻咽喉科教室に入局。昭和３１年に講師にご就任され、
昭和３４年には医学博士号を取得されました。県立尼崎
病院の耳鼻咽喉科医長をお務めになった後、昭和４２
年に大阪医科大学助教授にご就任されました。昭和４４
年から４６年には米国へ留学されました。昭和６０年に大
阪医科大学　耳鼻咽喉科の教授にご就任されました。
平成８年にご退職された後、大阪医科薬科大学名誉教
授をお務めになっておられました。
ご遺族　ご息女　眞理様

　理事、副理事長、理事長と長年にわたり仁泉会の活
動の中心的存在で活躍された安藤嗣彦先生がご勇退さ
れました。本当にお世話になりました。心より感謝いたし
ます。後任には上野 豊先生が就任されました。理事会
のメンバーも入れ替わり新しい体勢でスタートしました。
仁泉会ニュースの担当も御前先生からバトンタッチしまし
た。表紙の写真は今回から保田 浩先生が担当されます。
早速大阪万博のシンボルである大屋根リングの素晴らしい
夜景の写真を提供してくださいました。次号からの写真も

楽しみです。
　仁泉会ニュースは学内の主だった出来事や各支部の
活動報告、クラス会開催報告、学会報告などアップデー
トな話題を掲載し、母校と会員の皆様のつながりを広げ
るのが大きな役割です。２０２７年に創立１００周年を迎え
る大阪医科薬科大学は、今年病院新本館が完成し、
７月には内覧会が催されました。スーパースマートホスピ
タルを目指す母校の発展を願い、仁泉会がその一助と
なればと思っています。　　　　　　　　　　 （HM）

編 集 部 よ り

会費納入のお願い

原稿募集のお知らせ

年会費
令和 7年度　10，000 円
令和 6年度　10，000 円
令和 5年度　10，000 円
納入のご協力をよろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　事務局　会計係

仁泉会ニュースの原稿を募集しております。日々の診療
で感じられた事、研究報告、趣味のお話やクラス会や支
部会のご報告なんでも結構です。
ご投稿お待ちしております。
●56 巻 6 号（令和 7年 11 月 1 日発行）
　締切　令和 7年 9月末日
●57 巻 1 号（令和 8年 1月 1日発行）
　締切　令和 7年 11 月末日
●送付先：仁泉会事務局　〒569-8686　高槻市大学町 2-7
E-mail：jimu@jinsenkai.net　　FAX:072-682-6636
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★

学校法人大阪医科薬科大学 募金推進本部 〒569-8686 大阪府高槻市大学町2-7
Tel:072-684-7243 Mail: kikin@ompu.ac.jp https://www.omp.ac.jp/donation/index.htmlWeb:

大阪医科薬科大学基金

税制上の優遇措置
学校法人大阪医科薬科大学は特定公益増進法人です。大阪医科薬科大学に対するご寄付は所得税・法人税・相
続税の税制上の優遇措置を受けることができます。また一部の自治体では、個人住民税の税額控除の対象となります。

大阪府高槻市には、ふるさと納税制度により高槻市に所在する大
学を支援する制度があり、この制度を通じて、大阪医科薬科大学
を指定したご支援をいただくことが可能です。

※ご寄付に伴う高槻市からの
返礼品はございません。
※高槻市在住の方でもご寄付
いただくことが可能です。

高槻市ふるさと納税ガ
バメントクラウドファ
ンディングサイトより
お申し込みください。

寄付者 高槻市

ふるさと納税
（寄付） 支援金の交付

（寄付金額の７割を上限）

領収書発行 大阪医科薬科大学

高槻市
民

OK！

大阪医科薬科大学
  ×  高槻市ふるさと納税

2025年４月
START

ご支援のお願い
至誠仁術を備える人材の育成をめざして

大阪医科大学創立100周年記念事業

大阪医科薬科大学病院
新本館建築プロジェクト

本法人では、2027年に迎える創立100周年に向け「大学病院新本館の建築」
と「学生支援体制の充実」を目的に、2018年10月「大阪医科大学創立100
周年記念事業募金」を設立しました。設立以来、これまでに患者さんやその
ご家族をはじめ、卒業生、保護者の皆様など多くの方々より多大なるご協
力を賜りました。これも皆様の深い
ご理解の賜物と、厚く御礼申し上げ
ます。引き続き、ご支援並びにご協
力を賜りますようお願い申し上げます。

大阪医科薬科大学基金は、皆さまからのご寄付を積み立て
て資金運用を行い、さらに増やしていく仕組みです。基金
の拡充は、長期にわたる「教育・研究活動」や「良質な医療
の提供」の強化に繋がります。

募 集 要 項
募 金 単 位 個人：１口1万円　法人：１口10万円
申 込 方 法 学校法人大阪医科薬科大学寄付WEBサ

イトよりお申し込みいただくか、募金推進
本部迄ご連絡ください。

【 お問い合わせ先 】募金推進本部☎072-684-7243

特 典 大阪医科薬科大学健康科学クリニック人間ドッ
ク（基本コース１名１回分）無料受診券を進呈
します。
個人10万円以上、法人・団体50万円以上

申 込 方 法 学校法人大阪医科薬科大学
寄付WEBサイトよりお申し込
みいただくか、募金推進本部
迄ご連絡ください。

募 金 目 的 大学病院新本館の建築、学生支援体制の充実、
奨学金制度の拡充

募 金 目 標 10億円
募 集 期 間 ～2027年３月
募 集 対 象　趣旨にご賛同いただける個人・法人の皆様
募 金 単 位 個人：１口１万円、法人・団体：１口10万円

１口未満のご寄付につきましても有難くお受け
いたします。 申し込み先▶

Since 1927

1960年
病院 1号館完成

2016年
中央手術棟竣工

2018年
関西BNCT共同
医療センター竣工

2025年７月22日病院本館グランドオープン

2031年大学病院
全建替え事業完了予定

2022年
病院新本館
A 棟完成

数十年先の未来医療へ
消化器内科・内科・心療内科の承継物件テナント

募集
場　　所：大阪市浪速区難波中 2-3-3
募集科目：皮膚科・婦人科を除く全科目
　　　　　※推奨科目：消化器内科・内科・心療内科
募集区画：2階 35.4 坪

5F：婦人科クリニック

4F：皮膚科クリニック

3F：美容エステ

2F：　募集区画

1F：日本調剤なんば薬局

★各階盛業中
★南海電鉄「なんば」駅
　徒歩2分

■エレベーター設置
■内視鏡、腹部・心臓エコー、Ｘ線設備等は譲渡対象
です。（金額等応相談）
○昼夜通して人通りの多いエリアです。周辺はショッピングモール
が多く立地しており、視認性抜群です。
 ・賃貸借契約にあたっては、調整・打ち合わせが必要になります。
 ・建物外観や仕様・契約面積等は変更になる可能性があります。

●角地に面しており、視認性良好です
●乗降客数の多いなんば駅からの
アクセスが抜群です

●皮膚科・婦人科盛業中の医療モール
です

お問い合わせ先
仁泉会事務局：TEL   072-682-6166
　　　　　　　FAX  072-682-6636
　　　　　　　e-mail  jimu@jinsenkai.net


